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江別市内における煉瓦産業１２０年間の変遷
On the History of Ebetsu Brick Products since １８９１．
水 野 信太郎※
Shintaro MIZUNO
は じ め に
北海道江別市は煉瓦を焼き始めてから平成
２３年（２０１１）で１２０年目を迎える。管見に過
ぎないが、わが国にあって１２０年間にも及ぶ
長い煉瓦の歴史をもつ都市は、現業の煉瓦製
造地帯では極めて数少ない。江別市以外では、
わずかに愛知県三河地方の西尾（にしお）市
を挙げることができる程度である。
本稿では、この機会に江別市における建築
用煉瓦すなわち赤煉瓦の製造史と、それに関
わる文化史、市民活動、まちづくりの歩みを
概観することとしたい。
北海道と建築用煉瓦
現在の江別市において赤煉瓦生産が継続さ
れてきた理由を、下記の５項目に整理して掲
げることができる。
① 煉瓦をつくる際の原料に適した土が豊
富であること
② 煉瓦を焼き上げるために必要な燃料を
入手しやすい
③ 成形した生地を干す事のできる広大な
場所があった
④ 製品を焼き上げて完成させる技術を有
していること
⑤ 商品の需要がある大消費地が可能な限
り近隣にある
以上のうち①は、野幌丘陵地を控えている
江別市にとって困難な条件ではない。土が存
在するだけでなく、今なお採掘が許されると
いう社会的な好条件も確保できている。その
意味では江別市は窯業地帯にあって、他の地
域とは事情が決定的に異なる。全国の陶磁器
産地は多くの場合、原料の枯渇あるいは採掘
場所が市街化したことなどの原因によって、
地元で原土を得ること・掘ることができなく
なっている。その結果、焼き物産地の大半が
いわゆる「○○焼き」より詳細に言えば「ど
こどこモノ」と称される陶磁器の生産地であ
りながら、地名で呼ばれるその土地の“土”
を実際には全く使用していない銘柄の窯業製
品が少なくない。原土の入手が不可能なため、
致し方なく他の土地から焼き物に適した土を
購入している。
江別の土は通常の酸化焼成をすると、素焼
きの状態でも鮮やかな赤色を呈する。その理
由は砂鉄が多量に含まれることに起因する。
別の例であるが、野幌砂（のっぽろずな）と
呼ばれる江別の地下数メートルの深さに分布
する砂の層がある。この砂は目視でも、黒い
色調をしている。砂鉄の含有量が多いためで
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ある。これを高温で焼成すると、深緑色を発
色するガラスを得ることができる。ガラスが
緑色を発するのは、鉄分を含んでいる場合で
ある。野幌砂に限らず、野幌粘土も事情は同
じで鉄分が多い。この土を焼き上げるので、
赤い色の煉瓦になる。
②も煉瓦の生産地としては重要な条件であ
る。今日にあっても、大規模な工業地帯では
エネルギー源の確保が不可欠となる。江別の
煉瓦製造では最初から燃料の供給を、他の土
地から搬入することによって賄うことが可能
であった。薪にしても石炭にしても、江別を
経由している河川や鉄道によって運搬面での
有利さがあった。
③番目の条件は、かつての野幌地区に備わっ
ていたものである。現ＪＲ函館本線の野幌駅
南側に位置する一帯は、原土を採掘する土取
場（どとりば）でもあったが、それ以上に干
場（かんば）として広く使われていた。当時
は煉瓦の生地を太陽の光と熱で、すなわち天
日（てんぴ）によって乾燥させていた。その
ためには広大な用地が必要となる。干場だけ
でなく、煉瓦を成形するための作業小屋、そ
して煉瓦を焼くための大きな窯（両のぼり・
両のぼり窯）、さらに従業員家族のための宿
舎なども必要であった。これらの広い場所に
は現在、住宅地・団地や日用品を販売する商
業施設などが成立している。
④煉瓦の製造工程は基本的に理解しやすい。
それは観念的なものではなく、具体性に富ん
だ過程である。しかし大量に、かつ組織的に、
そのうえ採算面で成り立つようにして大量の
煉瓦を生産し続けなければならない。原材料
の調達と養生、各種の設備・諸施設を整備す
ること、そして製品の「歩留まり」に対する
配慮と対策など、やはり産業としての技術的
な裏づけが不可欠である。江別の場合には後
述するように、明治１０年代半ばに実施された
幌内（ほろない）鉄道の橋梁不燃化を目的と
した煉瓦製造以降のノウハウが、この地に伝
播したと考えられる。
⑤生産を終えた製品を購入し、使用する社
会的な背景がなければ煉瓦産業は成り立たな
い。江別市の場合、煉瓦の住宅建築ないし商
業施設への消費地としては北海道最大であり
あらゆる点において中心的存在である札幌が、
西隣に接している。また工業地帯としては太
平洋に面した港湾をもつ苫小牧が、同じ石狩
平野の中にある。これらの隣接、近傍都市へ
の煉瓦運搬方法としては、舟運や鉄路ではな
く、今では自動車輸送に移った。現在は道央
自動車道のインターチェンジを江別市内に２
箇所も持っている。
煉瓦ではないが、ここで別の工業製品にお
ける類似の事例を挙げることができる。大理
石や花崗岩の加工を地域産業として続ける岐
阜県大垣市と関ヶ原町も、北海道江別市の煉
瓦生産と酷似する良好な条件を有している。
① 地元の金生山（きんしょうざん）は、
かつて石灰石の採石場であった。
② 石材加工では大量の水を使うが、西濃
地区ならば豊富な水を得られる。
③ 石材は重量が大きい。このため石材の
加工場は平屋（ひやら・１階）建てに
なるが、その結果広い工場敷地が必要
となる。また室内だけでなく、屋外に
も大量の石材置き場を確保しなければ
ならない。
④ かつて石材を加工してつくった工芸品
などをはじめとして、石材に関する細
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工や磨きの技術があった。
⑤ 石材は重量も大きく、建築用の石材は
体積も決して小さくない。そのような
製品を全国へ出荷する場合、日本の中
央部に位置していることが大きな利点
となる。現在では「美濃赤坂」までの
鉄道引込み線による輸送力以上に、名
神高速道路のインターチェンジである
「関が原インターチェンジ」の存在が
大きい。
以上のうち②から⑤は現在なお他の地域よ
りも岐阜県が維持している条件が有利に生き
ている。①の石材の採掘に関してだけは、実
態が変化した。今では世界中の原石が、石材
加工の基地である大垣・関ヶ原地区へ運び込
まれ、製品に仕上げられた後に再び世界へ向
けて出荷されている。
北海道と江別の煉瓦製造黎明期
日本で煉瓦をつくり始めた目的は、外国文
化・海外技術を導入し、学習する点にあった。
これは古代の仏教伝来期や中世の南蛮文化の
頃の「せん（または磚、現在の煉瓦）」も
同様である。以下は日本近代を中心に記述す
る。外国文化と海外技術の導入とは、西洋式
の工場と、壁面によって構成される西洋建築
を構築する技術の修得である。加えて都市の
不燃化も、ひとつのねらいであった。
煉瓦は国防と経済力双方を向上させること
に一役かう事となる。国防は江戸時代末期に
は外国船を打ち払うことに始まり、大砲の鋳
造を経て、明治以降は富国強兵という国策に
つながる。経済力は輸出品を国産化して海外
に売ることを意味し、明治政府の殖産興業政
策を生んだ。
北海道においては政府の一省庁である開拓
史が、函館の西側郊外に位置する茂辺地（も
へじ）で直営のつまり国営の煉瓦工場を開設
する。函館湾に面した旧上磯郡茂辺地は、現
在の北斗市内である。開拓史煉化石製造所
（かいたくし・れんがせき・せいぞうじょ）
で明治５年から同９年１２月まで、煉瓦がつく
られた。中断の後、明治１１年６月から同１４年
１月まで再度操業された。それ以降は、民間
に払い下げられ、やがて廃止される。
万事に関して道内の先進地であった道南と
は別に、道央圏で煉瓦の需要が喚起されるの
は、幌内鉄道を不燃化する必要に迫られた明
治政府の方針による。同鉄道の路線は明治１３
年に開通した道内初、全国では３番目の軌道
であった。幌内鉄道に関していえば、現在の
三笠市内に位置する北海道最初の産炭地であ
る幌内炭鉱から掘り出された石炭を岩見沢、
江別、札幌を経由して小樽の手宮港まで運送
するための貨物用輸送線であった。その大半
の路線は現在 JR函館本線として活きている。
本州の鉄道が旅客輸送から始まったのに対し
て、スタート時の幌内鉄道では貨物運搬が主
であった。この鉄道は、東京や大阪の路線と
違って、国内で初めての産業用鉄道と言える。
近代を迎えて間もない頃、北海道の開拓を
担ったのはアメリカ合衆国の専門家チームで
ある。時の米国農商務大臣やマサチューセッ
ツ農科大学の学長以下、牧場経営、酪農業に
必要な知識と技術を北海道の地に根づかせた
人々によってなされた。北海道の近代は農業
だけでなく、炭鉱開発を含む北海道開拓全般
に関してアメリカ式の技術が導入された。そ
の象徴的なものが西部開拓期の姿をとどめる
蒸気機関車である。わが国初の新橋・横浜間
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鉄道と２番目の阪神間鉄道はイギリス式の機
関車であった。しかし幌内鉄道の機関車には、
前方にカウ・キャッチャーと呼ばれるスカー
ト状の柵が取り付けられている。この装置は
大草原で放牧されている牛の群を列車が、ゆっ
くりと掻き分けながら進む際に役立つ。ヨー
ロッパ大陸で考案された品ではない。アメリ
カ合衆国内においてのみ、意味をもつ装備で
ある。
上述した通り幌内鉄道は北米西部開拓時代
の技術であったため、河川や渓谷などを渡る
際の橋梁は木造であった。これには北アメリ
カ大陸同様、北海道の豊富な森林資源が活用
された。しかし大きな問題が生じる。それは
市街化しつつあった小樽や札幌で大火がおこ
ると、鉄道橋も焼失してしまう点である。こ
れは明治国家にとって生命線ともいえるエネ
ルギーの供給源を失うことになる。
これを解消する必要に迫られて、鉄道橋が
煉瓦造に改修される。工事用の煉瓦を製造す
るため明治１７年、札幌市郊外の白石村に鈴木
煉瓦工場が創業する。同工場の鈴木佐兵衛
（１８４８．８～１８８９．３．１１）は東京（江戸）出身
で、明治７年から煉瓦を製造し、同１０年には
東京小菅（こすげ・現在の拘置所）で煉瓦を
製造した。小菅製の煉瓦は、銀座煉瓦街にも
使用された。やがて１３年には秋田県の阿仁鉱
山を経て、１５年に渡道している。筆者は、か
ねてより鈴木煉瓦工場には国策会社的な性格
があったものと考えている。その根拠は、明
治前期の日本全体の工業用エネルギーを、こ
の鈴木煉瓦が支えたという事実にある。
鈴木煉瓦工場は鉄道用の煉瓦だけでなく、
北海道庁の旧庁舎いわゆる「赤レンガ」や旧
札幌製糖工場（現「サッポロビール博物館」）
に使用されている煉瓦も製造したとされる。
鈴木佐兵衛には３人の子息があった。長男、
鈴木豊三郎は父の没後３０年に当たる大正７年
３月１１日現在、鈴木煉瓦製造場の場長をして
いる。同じく次男、鈴木寅之助は白石工場の
主任である。同時点で三男、鈴木新太郎は旭
川出張所臺場ヶ原工場の主任を務めている。
その後、札幌白石にあった「鈴木煉瓦製造
場」は昭和期まで存続し、やがて鈴木家は長
男の豊三郎一族も、次男の寅之助一門も東京
へ帰っていったと伝えられる。一方、旭川の
三男、新太郎家は令嬢、鈴木美佐氏が旭川市
内で御存命である。
江別市内における煉瓦製造の嚆矢は、野幌
地区ではなく江別地区においてなされた。明
治２４年のことであった。江別市東光町１７－１０
に所在する覚良寺の境内から発見された手抜
き成形煉瓦の平（ひら・煉瓦の６面のうち大
きな２面）に「江別太煉化石工場」と手書き
されている（図－１参照）。この煉瓦は成形
後まだ生地がやわらかい時点で、釘などでけ
がかれた文字である。この江別太（えべつぶ
と）煉化石（れんがせき）工場には前史が知
られている。北海道の拓殖に大きな役割を果
たした大倉喜八郎の大倉組が、明治１６～１７年
頃に煉瓦製造をしていた点である。このよう
に遡ると１２０年以上の歴史を有することとな
るが、正確な工場名を知る根拠がある「江別
太煉化石工場」をもって江別での煉瓦製造の
開始とされる。
その後、煉瓦生産の中心地は川沿いの江別
地区ではなく、丘陵地の野幌地区へと移る。
明治３１年３月に北海道炭礦鉄道が野幌煉化工
場を設立して、ここの業務を久保榮太郎に委
託する。榮太郎の子が久保兵太郎で、劇作家・
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写真―１ 札幌市内りんご倉庫の外観全体 写真―２ 札幌市内りんご倉庫の煉瓦刻印
図―１ 「江別太煉化石工場」製品の刻印 図―２ ＧＨＱ納品用「米澤煉瓦」の刻印
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久保榮と画家・久保守の父親である。また同
３３年５月には館脇工場が創業している。この
両工場は野幌の煉瓦生産を代表する２社であっ
た。
やがて今日に至る現業の煉瓦工場が大正時
代から昭和戦前にかけて順次、設立されてき
た。大正１０年４月に丸二北海煉瓦合資会社、
昭和１４年４月１日には米澤煉瓦株式会社が創
業している。その翌年の昭和１５年１２月２６日に、
昭和窯業株式会社の設立があった。これらの
ほかにも煉瓦工場が設立され、昭和３０年代の
最盛期には１４社、タイルを焼いた小森忍の北
斗窯を加えると、ちょうど１５箇所の製造所が
野幌駅の南北一帯に立地していた。
人類の営みから北海道の大地へ
次に北海道で煉瓦が、牧場の典型的な風景
要素となっているサイロ建設の材料として意
義をもっていた史実に触れる。人類の農業・
酪農・牧畜そして定住と都市の成立に関わる
筆者なりの史観を披瀝したい。
人間が自分たちの生活に役立てる目的で飼
育してきた牛、豚、鶏などの動物を家畜とい
う。家畜の目的は、ひとつには人間が素材を
得ることであり、ふたつ目には物理的な労力
の源として利用することに大別される。
前者である人間生活の素材を提供するとい
う意味においては、食品とされる分野がきわ
めて大きい。それらは食用の肉とされるだけ
でなく、獣から搾ることができる乳や鶏たち
の卵としても得られる。食材以外の素材とし
ては、動物の体毛を衣料品の繊維として入手
することが出来る。綿羊や山羊さらには駱駝
などの毛である。その点では繭玉から生糸す
なわち絹を得るために飼われる蚕なども同様
である。しかし家畜と呼ばれる生き物の仲間
に昆虫が含まれることは通常なく、禽獣（き
んじゅう）つまり鳥獣類に限られる。
また動物の体毛とは別に、皮膚は革製品の
素材に、内臓の腸はガットとして活かされる。
革はバッグやベルト類だけでなく、太鼓など
の楽器に、そしてガットはテニスラケットな
どのスポーツ用品に限らず弦楽器の弦材にも
使われた。バイオリンなど擦弦楽器（さつげ
んがっき）の弦が羊の腸であるガットであっ
たのに対して、わが国の撥弦楽器（はつげん
がっき）である三味線の弦には絹糸が用いら
れた。西洋では家畜類の骨や角がパイプ状を
しているので、笛やラッパなどの管楽器に活
用された。これが東洋ならば筒状の植物であ
る竹や、ほら貝などの巻貝が楽器の素材とさ
れる。
次に家畜から得られる労力・原動力には、
移動手段としての乗り物の駆動源という働き
が大きい。乗馬に代表される利用法である。
このためには鞍（くら）という用具の発達が
必要であった。
牛馬やロバそしてラクダの背に直接またがっ
て乗るのではない方法もある。馬車や牛車そ
して犬橇（いぬぞり）やトナカイに曳かせる
橇（そり）などの実現には、動物の肩かけ・
ショルダーが不可欠である。なぜならば家畜
の首に直接、牽引力を負担させたのでは、動
物たちが窒息してしまうからである。車を曳
かせるだけでなく、農耕具の鋤（すき）を曳
かせる際も、事情は全く同じである。
家畜の労働はゾウなどに重い荷物を運ばせ
るだけの力仕事とは限らない。動物そのもの
に有益な労役をさせる場面もある。牧用犬な
どはその最たるものであり、昨今では障害を
170 人間福祉研究 第１３号 ２０１０
持つ人々の手助けをする盲導犬や介助犬など
の存在が社会的にも大きい。福祉分野からの
視点で言えば何らかの使役をするのではなく、
その存在自体が意義をもつ生き物もある。近
年にわかに注目を集めつつあるセラピー犬な
どは、その好例である。セラピー犬は、それ
がいるだけで障がい者の心が癒されるのみな
らず、不自由な身体がより大きく動くという
作用さえもが確認されている。
野生の生き物が人間に慣れてくれば「家畜」
かと言うと、必ずしもそうとは限らない。そ
の動物が生き永らえ、さらに子孫を繁殖する
過程において、何らかの形で人の手を必要と
し始めた時点から「家畜」と呼ばれる。具体
的には「家畜」に飼料を与え、種付けをし、
出産に手を貸し、獣医によって治療や予防接
種が施される。したがって家畜化した動物が
自然界に解き放たれると、食料を得ることが
できず、子孫を残すこともできないであろう。
逆に人の手を借りずに生き永らえていれば
「野生化」したと表現される。
この事情は家畜という動物に限らず、植物
の分野でも同様である。植物の場合には、野
生植物に対して「栽培植物」と呼ばれる。栽
培植物は種まきに始まって、成育のための除
草や施肥、さらに開花、受粉、結実にいたる
まで多くの人的行為を与えられることで初め
て種族を保っていられる。感覚的には、牛や
稲は肉や米として人間に食べられてしまうの
で、かわいそうだという思いがある。しかし
家畜である牛や栽培される稲は、人に活用さ
れることで活きていくことができる。人間に
食されるだけでなく、人々によって初めて生
かされており種族が絶滅しないという事実に
も目を向けたい。
酪農の「酪」は発酵させるという意味を持
つ。つまり食肉を得るための牧畜とは別に、
牛・山羊・羊・駱駝などから乳をしぼり、そ
の乳を加工してさまざまな乳製品を手にする
行為が「酪農」である。したがって酪農には
搾乳にはじまり、バター、チーズ、ヨーグル
トなどの生産が含まれる。
牧畜と酪農を営んでいた時代には、人々は
必ずしも一箇所の土地に縛られてはいなかっ
た。国境や土地の所有権が大らかであった頃
には家畜を従えて民が、より豊かな牧草地を
求めて別の土地へと移動を繰り返した。
家畜が草を食んで牧草がなくなれば、新し
い草が生えている地へと群を移すのは当然の
判断である。動いていく先が常に未知の草地
とは限らない。一定期間ごとにローテーショ
ンを組んで家畜の餌を確保した。まさに回遊
する遊牧民である。彼らはひとつ所に長期間
とどまることはできない。ほどなくして他の
土地へと去ってしまう遊牧の民にとっては、
大地に固定する永続的な住宅など不経済なの
である。だから住居は移動式のスタイルであっ
た。テント生活あるいは「パオ」などのポー
タブルな家屋が、最も合理的である。
およそ一万年前に人類は、野生の植物から
栽培植物を生んだ。自生していた植物から得
た種子を大地にまいた。すると収穫量が飛躍
的に増大することに気づく。こうなると春に
種をまいて、夏季に育て、秋になって刈り入
れをするという生活に変化する。
農業によって人々は少なくとも半年間は、
その土地にとどまるようになる。まさしく定
住生活である。こうなると恒久的な住居が初
めて意味を持つ。土地に定着する「建築物」
の誕生である。この時から日干し煉瓦が考え
171
出され、建設資材として石材を活用し始める。
それ以前には煉瓦は発明されていないし、石
材は道具の素材ではあっても建築材料として
は利用されなかった。
耕作地に定住すると、農作業によって生産
された余剰品を扱う新しい職層が出現する。
商取引をするため市場に集まる商人たちであ
る。このようにして背後の農村地帯に支えら
れた「都市」が誕生する。「都市」の定義の
ひとつである、就業人口の過半が都市的な産
業である第二次・第三次産業に従事している
ことと言う条件は「都市の発生」時からも守
られてきた事項であった。
広大な牧場に牛馬が群がる光景は、九州阿
蘇山の高地、信州の高原、那須地方など北関
東から東北地方の丘陵地そして北海道の大地
などに見られる。そもそも牧場には一定以上
の牧草地自体の広さが求められる。しかし広
さだけでなく冷涼な気候が望ましい。その理
由の一点は、牧草の生育にとって適した条件
である。急激に草が伸びるよりも、穏やかに
育つ涼しさの方が適している。さらに牧草以
上に、牛自体にとっての過しやすさからであ
る。牛は寒さには強いが、暑さには耐えにく
い生き物である。
北海道酪農業を示す形態
北海道の酪農は牧場の建築物にも現れてい
る。ひとつは牛舎であり、いまひとつはタワー
サイロである。牛舎はキング式牛舎と呼ばれ
てきた。その外観上の特色は大きな腰折（こ
しおれ）屋根をもつ妻入（つまいり）の木造
牛舎という点である。
本を開いて伏せたような切妻は左右の傾斜
面がそれぞれ１面ずつであるが、腰折はふた
つの面の勾配が中程で折れて曲っている。屋
根最上部の棟（むね）に近い部分が緩勾配
（かんこうばい）で、流れの下半分つまり軒
先側が急勾配となる。牛舎には腰折屋根であ
るが、軒先だけが再び緩勾配になったものも
ある。この庇状の部分をもつ屋根を、フレアー
ド・ルーフと言う。フレアーとは、衣服の裾
（すそ）などの朝顔形の広がりである。フレ
アー・スカートの裾ひろがりに見られる。
腰折屋根の小屋組（こやぐみ・屋根を支え
る骨組）は、対束（ついづか）小屋組である。
切妻屋根を西洋技術で構成する際は、真束
（しんづか）小屋組が採用される。束とは、
柱よりも短い縦方向の部材をいう。真束小屋
組という組み方は、三角の小屋組の中央に縦
方向の真束が通る。しかし対束小屋組は大き
な三角形の中央に束はない。真束の２分の１
くらいの短い束が、左右に２本たつ。これに
よって小屋組の中央部に屋根裏空間を得るこ
とができる。短い束が左右に向かい合ってペ
アを組んでいるので対束と呼ばれる。対束小
屋組では２本の対束の頂部と頂部を結ぶ別の
水平材が架け渡される。対束の頂部とは、対
束が小屋組の斜材に交わる箇所である。小屋
組の外枠を構成するこの太い斜材は、合掌
（がっしょう）と呼ばれる。白川郷の合掌造
で知られる「合掌」である。これは両手を合
わせた時の形に見える部材である。
対束小屋組は２本の対束で挟まれた空間に
床板を張り、刈りとった牧草を収納しておき、
冬季間の飼料とする。家畜舎としては優れた
屋根裏空間の活用法である。
キング式牛舎の設備面での特徴は、自然換
気である。腰折屋根の頂部には、棟を跨ぐよ
うにして換気塔がとり付けられている。この
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ベンチレーターは、縦型風車の羽根が風を受
けて回る装置である。自然の力で動く羽根と
軸でつながったスクリューが回転することで、
牛舎内の空気が換気塔から屋外へと追い出さ
れる。一方、建物外壁の軒下付近に吸気口の
フードが設けられている。新鮮で冷たい外気
はフードの下向き入口から一旦上昇し、すぐ
に壁の室内側を縦に走っている通路を上から
下方向に走り抜けて、床面近くで牛舎内に入
る。牛たちが発する熱や呼気（こき・肺から
吐き出された息）は二階そして小屋組へと上
昇して、棟部分のスクリュー式ベンチレーター
によって戸外へと排気される。この自然換気
機構を完備した牧舎こそが、キング式牛舎な
のである。キング博士はウィスコンシン大学
で教鞭をとっていた農業土木の専門家である。
サイロと煉瓦の意義
牧場の最も特異な建造物は、搭状のサイロ
である。サイロとはサイレージをつくるため
の場所、施設をいう。サイレージとは家畜の
飼料の中でも、草を漬物にした食材である。
刈りとったばかりの牧草や、それを天日で乾
かした干し草とは異なる。
刈りとった牧草は濡れているため、そのま
まの状態で貯蔵するとカビが生えてしまう。
この理由から乾燥が必要である。乾かした牧
草を小屋裏空間などでしまっておくのは干し
草である。しかし牧草を空気に触れない状態
で格納するとサイレージになる。いわば牧草
が発酵した「つけもの」である。その分、味
がよくなり牛たちが好んで食べる。その結果、
乳量が増す。刈りとった草を空気に触れない
状態にするためにサイロが建てられた。
タワーサイロは搭の姿をしている。上方か
ら牧草あるいはジャイアント・コーンなどの
飼料を投入する。タワーサイロは当初は木造
であったが、耐久性の視点から腐らない材料
である石材や煉瓦、コンクリートブロックや
セラミックブロックへと変遷した。セラミッ
クブロックとは、コンクリートブロックと同
じ大きさに焼き上げた陶器製の建材である。
サイレージは、いわば生き物であるため発
熱するし、量も膨らむ。このためサイロは内
側から外側へ向かって大きな力が徐々に働く。
石や煉瓦でつくられたタワーサイロに鋼製の
ベルトを何本かフラフープ状に巻きつけて、
内側からの力に対抗している例が多い。
今日タワーサイロは、ほとんど新築されな
い。最大の理由は、使い勝手の悪さにある。
サイレージを仕込む際にはまだ良いけれども、
出来上がった飼料を取り出す作業が重労働で
ある。その上、サイロ内に入っての作業には
酸欠の危険も伴う。やはりサイレージは発酵
が進んでいる。タワーサイロではなく、昨今
はバンカーサイロという大地に横たわった形
のサイロが主流となっている。鉄筋コンクリー
ト製の幅の広いコーナーを築き、その箇所に
飼料を広げながら積み上げて、表面はブルー
シートで覆って空気との縁を断つ。一見する
と、水泳用のプールのようでもある。
またタワーサイロは収納できる内容量の割
に、固定資産税が高額であるという不利な点
もある。この問題を解決する新しいサイレー
ジ製造方法が実践されている。それは天日干
しした牧草を黒色あるいは白色のビニールシー
トでロール状に巻いて包み込み、牧場の各所
に置いておく方法である。この手法で空気と
絶縁し、太陽の熱を受けて発酵させる。この
方法は使用後のビニールシートの処分が課題
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になっているが、広く行われており、現代の
牧場風景を特徴づけている。
以上、かなり詳しくサイレージに関して記
述をした。タワーサイロにおいて空気と飼料
を隔絶する役目を歴史の中で、長らく煉瓦が
果たしてきた事実を指摘した。煉瓦が果たす
べき機能を以前には木質・木部が担っていた
時代もあった。しかし材木は腐るという短所
がある。この点、煉瓦を使用すれば耐久性に
関しては憂いがない。煉瓦はサイレージをつ
くるために建てられたタワーサイロにとって
優れた建築材料であった。
連合軍司令部と江別の煉瓦
本州・四国・九州などの日本列島中央部で
は、大正１２年９月１日の正午前に発生した関
東大震災以降、主要な建築物に煉瓦造は採用
されなくなる。一方、沖縄県においてはそれ
以前からであっても、煉瓦造の建造物は主流
ではなかった。しかし北海道内においては昭
和期を迎えた後であっても、一般的に建築用
煉瓦が構造体として多用される。その最大の
用途は、タワーサイロと牛舎に代表される酪
農・牧畜施設であった。これらの諸施設に煉
瓦が採用された理由は、前述した通り煉瓦が
「腐らない建築材料」であるためであった。
牧場の景観を構成する建造物以外でも、北
海道内にあっては赤煉瓦の建築物が新築され
ることがあった。
建築物に煉瓦が用いられた理由には、次の
２点の理由が考えられる。
① 煉瓦は燃えない「不燃性」の材料であ
るため、安全な防火・耐火建築にでき
る点
② 煉瓦を構築するには基本的に「壁」の
建築となるため、耐寒建築物に適する
こと
上記２点の理由に加えてもう１点、建築物
の外観に赤煉瓦を顕（あらわ）にするデザイ
ンが好まれた。このため第二次世界大戦後に、
江別の煉瓦が大量に供出された時代があった。
それはアメリカ合衆国を中心とする連合軍が、
道内へ進駐する際に必要とした兵舎新築用の
建築材料として、江別産の煉瓦に注目したと
いう事実による。
図－２に掲げる煉瓦の刻印は、戦後間もな
い昭和２１年当時に、現在の江別市元野幌で現
業の「米澤煉瓦株式会社」が生産した煉瓦に
押印された「社印」である。図中の項目「Ｉ」
に明記した通り、製品を見て会社別に製造元
を確認できるようにされている。番号「１」
が野幌煉瓦株式会社、「２」番は米澤煉瓦株
式会社、そして「３」はおそらく北海煉瓦合
資会社製であろう、と見られる。
この連合軍司令部からの納入期限は時間的
に余裕があったものではなく、番号つきの新
製品だけでなく既製品の在庫も含めて、総量
を納めたと伝えられる。日本側は敗戦国であ
り、連合軍は戦勝国として進駐してきたとい
う決定的な立場の相違があったからである。
そのようにして連合軍司令部（Ｇ．Ｈ．Ｑ．）
が建築用煉瓦を大量に調達する必要があった
のは、進駐軍の兵士たちを駐屯させるための
良好な宿舎を早急に完備するためであった。
その駐屯地として選ばれた場所は、戦前の
「真駒内種養場」であった。この地は広大な
牧草地がひろがっており、建造物としては牛
舎やサイロなどがあったに過ぎない。それら
を除けば、ほぼ更地状態の土地を自在に利用
することが当時は可能であった。この場所に
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目をつけた司令部が、それまでの酪農・牧畜
での用途をやめさせて、戦後Ｇ．Ｈ．Ｑ．の
駐屯地とした。米軍が撤退した後には戦前の
牧草地としての使用ではなく、日本の自衛隊
が使用することとなり今日に至る。
現在の陸上自衛隊真駒内駐屯地内には、今
なお赤煉瓦の兵舎が多数残存している。終戦
直後に連合軍司令部の方針によって新築され
た連続住宅タイプの１階（ひらや）建て兵舎
群である。そこに使用されている煉瓦の平
（ひら）に「２」の刻印が散見される。
また「２」番の刻印はＧ．Ｈ．Ｑ．だけで
なく、おそらく少し後年になってから札幌市
内の民間へも販売された事実を確認すること
が出来る。その一例が写真－１および写真－
２に掲げる札幌市内のりんご倉庫の壁面に見
ることができる「２」の刻印である。
煉瓦生産技術の変遷
江別の地で煉瓦がつくられ始めた頃の製造
技術は、手づくりの時代であった。明治期の
野幌における煉瓦製造のようすを描いた俳画
としては、故・砥上蕃光（とがみ・ばんこう）
氏の手になる作品が著名である。この俳画に
関しては砥上先生が御存命の時から、出典を
明記することで使用することを許されてきた。
本稿では今まで著者が拙稿において掲載す
ることのなかった昭和４８年（１９７３）当時の機
械製煉瓦製造工程を、写真－３から写真－１２
に掲載する。この作者も前作同様に砥上蕃光
氏である。当該作品１０点の発注者であり所蔵
者は、米澤煉瓦株式会社である。このたび同
社の許可を得て、本稿に掲げることが出来た。
写真－３の原土を採掘する場面では、トラッ
クが使用されている。ただしトラックは現在
からは古いタイプの、ボンネット付きのトラッ
クである。工場内の原料置き場（写真－４）
でも、すでに重機が駆使される時代である。
写真－５にはベルト・コンベヤーが登場する。
これによって土が運ばれ、まず一定間隔のロー
ラー間を通すことで、細かく砕かれる。その
後で、異なる原土（粘土および山砂）を混ぜ
合わせる（写真－６）。
混練（こんれん）し終えた土を、再び粉砕
する（写真－７）。粉砕・混練した原土を真
空土練機（しんくうどれんき）に入れて、バ
キューム状態にしながら、煉瓦の平面（ひら
めん・焼き上がり寸法で２１０㎜×１００㎜）の大
きさを持つノズル（金型）から押し出す。押
し出された煉瓦の生地を、煉瓦の厚さ（焼き
上がり寸法・６０㎜）にワイヤー・カットする
（写真－８）。
その後、最も時間と場所（空間）を必要と
する乾燥の工程を経て、乾燥済みの素地を窯
積みする。これは耐火煉瓦製の台車の上に、
素地を手作業で積み上げるものである（写真
－９）。そしてトンネル窯の中に台車ごと入
れて、２２時間前後を費やして焼成される（写
真－１０）。設定されたヒート・カーブ（温度
曲線）に沿って焼き上げられた煉瓦が、窯の
出口から出てくる（写真－１１）。
さらに検品を終え、合格した製品だけが出
荷される。この俳画（写真－１２）には、藁縄
（わらなわ）を用いて煉瓦が縛られるようす
が描かれている。現代では、製品は結束機械
によってテープで荷造りされる。
江別の煉瓦とまちづくり
以下は煉瓦の生産史とは別に、煉瓦を起爆
剤とした江別のまちづくり活動をリポートし
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写真―３ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「採土」 写真―４ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「配合」
写真―６ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「混練」写真―５ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「粉砕」
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写真―７ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「粉砕」 写真―８ 米澤煉瓦蔵・砥上「れんがの成型」
写真―９ 米澤煉瓦蔵・蕃光画「素地積み」 写真―１０ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「焼成」
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ておきたい。今日まで継続されている煉瓦の
まちづくりとしては、
① えべつやきもの市（１９９０年開始）
② NPOやきもの２１（１９９９年創立）
③ Ｎ４３赤煉瓦塾（１９９９年創立）
④ ものづくりフェスタ（２０００年開始）
の４活動をあげることができる。①の「えべ
つやきもの市」は、２００９年７月１１日（土）同
１２日（日）に開催したやきもの市で第２０回を
終えた。この「やきもの市」の実行委員会は、
単年度ごとの組織として運営されてきた。
その「やきもの市実行委員会」が母体となっ
て誕生した「非営利活動法人やきもの２１」は、
江別市内初のまちづくりNPOとして、北海
道知事より正式に認証されている。現在は江
別地区に事務所を構えて、毎年の「えべつや
きもの市」の実施を継続している。
一方、任意団体であるが江別市民を主な塾
生とする「Ｎ４３赤煉瓦塾」というまち学び・
まちづくりグループもある。Ｎ４３とは、北緯
４３度を意味している。この緯度には小樽市、
札幌市、江別市、岩見沢市、帯広市、釧路市
などが位置している。したがってＮ４３とは江
別市に限定するものではなく、オール北海道
を意味するものである。
最後の「えべつものづくりフェスタ」ある
いは「ものづくりフェスタｉｎえべつ」とい
うイベントは、江別市対雁（ついしかり）に
ある北海道電力株式会社総合研究所（ほくで
ん総研）の一般公開として毎年１回、市民向
けに開催されている催し物である。本年度の
場合は２００９年平成２１年９月１２日（土）に行な
われた。この「ものづくりフェスタ」を開催
している組織は、「セラミックス交流会」と
いう江別市の産・学・官の窯業・電力・住居
に関連する研究グループである。
この後は紙面が許される範囲内で、この１２０
年間の江別と煉瓦の関わりを韻文で記してお
写真―１１ 米澤煉瓦蔵・砥上蕃光画「窯出し」 写真―１２ 米澤煉瓦蔵・蕃光画「選別結果」
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きたい。
え べつぶと かわ かわ みち
江別太 川と川との わかれ道
さんかく ち たい や
三角地帯で れんが焼かれる
さんかく かわ わ ものつど
三角の 川の分かざれ 物集う
まき れん が ふね はこ
薪も煉瓦も 船で運ばる
江別は、河川のまちである。かつて川は大
量物資の輸送路であった。原料も、燃料も、
製品も、河川という水路によって運ばれた。
に ほんはつ せきたんはこ ほろないせん
日本初 石炭運ぶ 幌内線
めいじ どうりょくげん
これが明治の 動力源
てつどう か じ まも
鉄道を まちの火事から 守るため
はし れん が か か こう じ
橋は煉瓦に 架け替え工事
江別は川だけでなく、鉄路が走るまちでも
ある。江別と鉄道と煉瓦は、きわめて密接な
関係を有して発展してきた。
せい き まつ え べつ う れん が じゅく
世紀末 江別生まれの 煉瓦塾
ぎ じゅつ れき し たんぼう
れんが技術と 歴史探訪
え べつ れん が じゅく
江別にて Ｎ４３ 煉瓦塾
ぜんどうぜんこく まな ひとびと
全道全国 学ぶ人々
煉瓦のまちは煉瓦生産だけのまちではない。
煉瓦を学び、煉瓦を活かすまちでもある。
りょう とうほく い ほく かんれい ち
両のぼり 東北以北の 寒冷地
みじか なつ いそ や あ
短き夏に 急ぎ焼き上ぐ
北海道の「のぼり窯」は全国で一般的に見
受けられる窯とは異なる。「両のぼり窯」と
呼ばれる特殊なものである。それは春季から
夏を経て、秋には煉瓦の製造を終えねばなら
ぬ短い半年間に、急いで煉瓦生産をする必要
に迫られて考案された特殊な窯であった。の
ぼり窯を最上の房（ぼう・室）まで焼成して
も、直後に封をあけることはできない。その
理由は窯の温度が気温に近づかない状態で窯
を開くと、外気が流入して窯内が急冷される
ため陶磁器類が破損してしまう。この事情は、
あらゆる窯に共通している。炊き上げた窯を
徐冷する時間が惜しいので、のぼり窯の反対
側にも別の１列を築く。このような設備なら
ば一方の窯を冷ましている間であっても、操
業を休むことなく続けることができる。この
「両のぼり窯」は北海道が中心であったが、
北東北の一部でも使用されていたらしい。
きた に かい め かんれき みち
また来る 二回目還暦 れんが道
あか はじ
赤れんが つくり始めて 今もなお
つづ ひゃく に じゅうねん
つくり続けて 百二十年
めい じ な か ど う みやこ かわ ぞ
明治中期 （北海）道の都の 川沿いに
う れん が け ふ むか
生まれし煉瓦 今日を迎えし
みずしず ち とせ いしかり ごうりゅう ち
水静か 千歳、石狩、 合流地
がいりんせん しゅうてん
外輪船の 終点えべつ
かつて江別地区には、石狩湾との間で外輪
船の定期航路が運航されていた。
ち とせがわ いしかりがわ で あ かど
千歳川 石狩川と 出会う角
せい し こ う ば おおあかれん が
製紙工場に 大赤煉瓦
むかし おか かわ だい じ ち
昔から 陸、川ともに 大事な地
どうおうどう に か しょ
いま道央道 インター二箇所
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めい じ すえ つち ほ き じ ほ
明治末 土掘り、生地を 干していた
ひろ かん ば
広い干場は マンションとなる
ぶんげい ぶ たい のっぽろ がま
文芸の 舞台は野幌 のぼり窯
く ぼ さかえ ちち ひょう た ろう い
久保栄の父 兵太郎生く
のっぽろ なんとうわき ほく と よう
野幌の 南東脇に 北斗窯
ゆうやく ゆう こ もりしのぶ
釉薬の雄 小森忍
ほく と よう ゆうやく ひ と しのぶおう
北斗窯 釉薬の達人 忍翁
くに え べつ ち
チャイナの国から 江別の地へ
小森忍という窯業技術とデザイン性の両面
を身につけた大きな存在がいた。彼は第二次
世界大戦後、江別に住み「北斗窯」を築いた。
小森門下から複数名の歴史的な陶芸家が輩出
している。
こ ども あそ まな のっぽろだい ち
子供らが 遊び学ぶ 野幌大地
か ぞく す もと れん が ば
家族で住まう 元は煉瓦場
む す び
本稿をまとめるに際して米澤煉瓦株式会社
をはじめとする江別の煉瓦製造会社各社から
多大な御協力、御教授を賜った。心より感謝
の意を表すものである。さらに「えべつやき
もの市実行委員会」、「NPOやきもの２１」、
「Ｎ４３赤煉瓦塾」、「セラミックス交流会」、
「赤煉瓦ネットワーク」、そのほか多くの組
織・個人からお力添えを頂戴した。この紙面
を借りて謝意を表する。
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Summary
The Brick Products in Ebetsu City,
Hokkaido Prefecture since １８９１．The His-
tory of Ebetsu Brick Products is １２０
Years Next Year ２０１１．This Paper is a
Report of the History of Ebetsu Brick
Products.
Ebetsu City is East City of Sapporo
City. There were Many Woods, Many Clay
and Many Sand in Ebetsu. Bricks of
Ebetsu were used Many Buildings and
Civil Constructions.
Key words：metropolis, dairying, silo, rail-
road, history of humans
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